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１　タンパク質危機と採卵鶏雄雛の処分問題

調査・報告

採卵鶏雄雛の新たな可能性
～発育、肉質、行動から見た経済的有効性の探究～

九州大学大学院　農学研究院　教授　保坂　善真
大阪産業大学　情報デザイン学部　教授　髙橋　徹　

　これまで、経済的価値がないとされてきた採卵鶏雄
おすびな

雛に免疫学的去勢処理を施し、その発
育・肉質・行動特性を総合的に評価した。実験では、早期（４週齢）接種群、後期（８週齢）
接種群、２回（４週齢＋８週齢）接種群、対照群、雌群を設定して比較した。その結果、早
期の免疫学的去勢処理は、テストステロン濃度を有意に低下させながらも、成長能力に悪影
響を与えず、むしろ飼料効率と肉質特性を改善させる可能性を示した。また、活動量低下と
摂餌回数増加など行動パターンの変化も確認され、この技術が、従来処分されていた採卵鶏
雄雛の新たな経済的価値の創出に貢献する可能性が示唆された。これらの知見は、将来的な
タンパク質危機（人口に対しタンパク質の需給バランスが崩れること）が懸念される中、既
存の食品生産システム内での未活用資源の有効利用による持続可能な畜産に一つの道筋をつ
けるものとして重要な意義を持つと考えられる。

【要約】

世界的な人口増加と経済発展に伴い、良質

なタンパク質の需要は急速に拡大している。

国連食糧農業機関（FAO）の予測によれば、

2050年までに世界の食肉需要は現在の約２

倍に達すると見込まれている。従来の畜産業

による食肉・鶏卵の供給は、環境負荷や資源

効率の問題、農地面積拡大の物理的限界など

により、持続可能な生産の限界に近づきつつ

ある。このため、近い将来、タンパク質の需

要に対し供給が追い付かない「タンパク質危

機」の発生が予測され、植物由来食肉様食品

などの開発、昆虫食の普及など、新たなタン

パク資源の探索が世界規模で進行している。

このような中、養鶏産業では卵を産まない

雄雛は経済的価値を持たないと見なされ、孵
ふ

化直後にほぼ全数が処分されている。国内の

採卵鶏（雌）の飼養羽数は約１億7000万羽

（令和６年畜産統計調査・農水省）であり、

処分数（雄雛）もほぼ同数と推測できる。全

世界では、年間70億羽に達するとの報告も

ある（de Haasら、 2021）。この慣行が続

く主な理由は、雄である故に「産卵しない」

という決定的な特性に加え、採卵鶏種の雄は

肉用鶏種と比較して成長速度が遅く、飼料効

率が悪いため、食肉生産にも経済的合理性が

ないとされることにある。この「採卵鶏雄雛

の処分問題」は、生命倫理の問題にとどまら

ず、産業上の経済損失でもあり、処分費用は
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２　国内における去勢肉用鶏の生産および流通に関する現地調査

最終的に鶏卵価格に転嫁され、消費者の潜在

的な負担にもなっている。動物福祉（アニマ

ルウェルフェア）の観点から、海外では処分

の禁止や制限に向けた法整備が進む国もあ

り、雄雛の有効活用は喫緊の課題である。

（１）家畜での去勢の意義と効果

家畜生産において、去勢は古くから行われ

てきた管理技術である。肉質改善の観点から

は、去勢によって筋肉内脂肪の増加、肉の柔

らかさの向上、雄特有の臭気（雄臭）の抑制

などの効果が得られる。これらの変化は、精

巣から分泌されていた雄性ホルモン（テスト

ステロン）の減少によるものである。体内の

ホルモン環境の変化は、筋タンパク質の代謝

やコラーゲン合成にも影響を及ぼし、食味性

の向上に寄与することが多くの研究で報告さ

れている。肉用鶏においても、去勢により肉

質が改善することが知られており、この去勢

した肉用鶏は「シャポン」と呼ばれ、珍重さ

れてきた。

（２）現地調査の概要

「シャポン」については、秋田県において

比内地鶏の雄雛を去勢し、「あきたシャポン」

として特産化する取り組みが行われており、

生産、流通状況などを現地にて調査した。

現地調査では、秋田県畜産試験場 比内地

鶏研究部（秋田県大仙市）で「あきたシャポ

ン」の開発・普及を担当する力丸氏を訪ね、

本鶏の開発背景や経過、肉質の科学的特性に

ついて聞き取り調査を行った。また、生産

農家（杉渕氏：秋田県北秋田市）を訪問し、

杉渕氏に加え「あきたシャポン研究会」のメ

ンバーとも面談し、飼育場を調査した。さらに、

生産・販路拡大に取り組む秋田県北秋田地域

振興局（北秋田市）農業振興普及課の担当者

の小松氏にも面会し、あきたシャポンの生

産・流通の現状と課題について聞き取った

（写真１～４）。

写真１　秋田県畜産試験場（大仙市）

写真２　あきたシャポンの生産農家の杉渕氏

写真３　「仕上げ期」のあきたシャポン
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（３）あきたシャポンの生産

秋田県畜産試験場 比内地鶏研究部の力丸氏

によれば、「あきたシャポン」の起源は、市

場価値が低く処分されていた比内地鶏の雄鶏

の有効活用にあった。

平成22年度に開発された外科的去勢技術

は、精巣が発育段階にあって、短時間での手

術が可能な４週齢を最適な処置時期としてい

る。処置に必要な器具は、メス、リトラク

ター（開創器）、雛の固定スタンドなどであ

る。秋田県は、この技術で生産される「あき

たシャポン」の商標登録を行い、技術保護と

普及に努めている。

平成24年度に、去勢技術を習得した杉渕氏

を中心とするメンバーが「あきたシャポン研

究会」を設立し、現在、４農家５人のメン

バーが北秋田市周辺で生産を行い、１農家当

たり年間120 ～ 150羽を出荷している。飼

育期間は通常の比内地鶏より長く、210 ～

240日齢で出荷される。「仕上げ期」には運

動を制限し、腹
ふくこう

腔内脂肪割合を高めるため、

米と全粉乳を添加した飼料に切り替える。こ

れにより、生産コストは通常の比内地鶏より

２～３割高くなるが、独自の肉質の作出に成

功している。

（４）外科的去勢の特性と肉質改善効果

去勢による血中テストステロン濃度の低下

は、肉質に顕著な変化をもたらす。力丸氏に

よれば、去勢した雄鶏は、無去勢の雄鶏と比

較して筋肉中の結合組織が減少し、肉の柔ら

かさが雌鶏と同等かそれ以上に向上する。さ

らに、筋肉内脂肪が1.5 ～２倍に増加し、風

味が深みを増す。破断強度は約30％低下し、

筋肉の赤みも減少して淡いピンク色に変化す

る。脂肪酸組成においても、オレイン酸やパ

ルミトレイン酸の割合が増加するなど、多角

的な肉質改善が実現されている。

外科的去勢の特徴は、数センチ程度の精巣

を除去する繊細な処置にある。熟練した技術

者であれば１羽当たり約５分で処置が可能

で、死亡率は５％程度である。ただし、除去

しきれなかった精巣が体内に残ると、「スリッ

プ（不完全な去勢鶏）」が出現する可能性が

あるとのことである。

（５）流通・評価と課題

秋田県北秋田地域振興局の小松氏によれ

ば、あきたシャポンは当初、秋田県内および

首都圏のレストランでの限定提供から始まり、

写真４　秋田県 北秋田地域振興局作成のあきたシャポンの販売促進用リーフレット
あきたシャポンの誕生の背景、生産方法、肉質の特徴などが説明されている。



畜 産 の 情 報 　 2026. 6 67

本研究では、養鶏産業において経済的価

値が低いとされる採卵鶏雄雛の有効活用を

目的として、免疫学的去勢処理がこれらの

雄雛の発育・肉質特性および行動に及ぼす

影響を総合的に評価した。免疫学的去勢製

剤（インプロバック）を用いた処理時期・

回数の異なる三つの雄の処理群、対照群お

よび雌群を設定し、体重推移、飼料効率、

血中テストステロン濃度、筋肉発達、骨格

発達、肉質特性および行動特性などを17週

齢まで詳細に分析した。

実験は、九州大学動物実験委員会の承認の

下で実施した（承認番号：A24-328）。４週

齢に免疫学的去勢製剤を0.6ミリリットル

（mL）接種する早期接種群（Early：Ｅ群）、

８週齢に0.6mL接種する後期接種群（Late：

Ｌ群）、４週齢と８週齢に接種する２回接種群

（Both：Ｂ群）、および対照群（Control：Ｃ群）

徐々に販路を拡大してきた。鶏の生体が大き

すぎるため、認可を受けた食鳥処理施設にお

いて、放血を含む一連の全行程を手作業で処

理・出荷している。そのため、出荷羽数は限

定的だが、試食会などでは肉の柔らかさ、

ジューシーさ、脂の甘みを伴った深い風味が

プロの料理人からも高く評価されている。

現状における課題は、生産規模の限界と認

知度の低さにあり、また、外科的去勢技術の

高度な専門性が、生産拡大におけるボトル

ネックとなっている印象を受けた。

（６）あきたシャポンと本研究との関連性

あきたシャポンの開発は、従来廃棄されて

いた資源の高付加価値化に成功した取り組み

である。しかし、精巣が腹腔内深部にあると

いう解剖学的特性から従来の外科的去勢は技

術的に難しく、去勢の術中・術後の死亡リス

クも低くはないという問題があった。

このような背景から注目したのが、免疫学

的去勢法である。これは、性腺刺激ホルモン

放出ホルモン（GnRH）に対する自己抗体を

誘導することで、精巣機能を一時的に抑制す

る方法である。GnRHアナログ（注１）を抗原と

して接種することで、体内でGnRHに対する

抗体産生を促し、下垂体からの黄体形成ホル

モン（LH）と卵胞刺激ホルモン（FSH）の

分泌が抑制され、結果として精巣からのテス

トステロン分泌が減少（テストステロンを合

成する精巣の間質細胞〈ライディッヒ細胞〉

は、LHとFSHにより調節されている）し、

去勢と同様の効果が得られる。すでにブタに

おいて免疫学的去勢は世界各国で実用化さ

れ、免疫学的去勢製剤（インプロバック）が

市販されている。ブタの応用例では、雄性ホ

ルモン分泌量の低下、攻撃的行動の減少、増

体量の上昇、背脂肪の減少、雄臭の減少、食

味性の向上などの効果が確認されている。

本研究で検討している免疫学的去勢法は、

外科的去勢と比較して、処置の簡便性、動物

福祉面での優位性、死亡リスクの低減、産業

規模への適応性などの利点を持つ。あきた

シャポンで実践されている長期飼育や特別飼

料による仕上げなどの手法を、免疫学的去勢

処理と組み合わせることで、採卵鶏雄雛の経

済的価値をさらに高められる可能性がある。

（注１）天然のGnRHを改変した合成ペプチド。免疫学的去勢に
おいては、キャリアタンパク質と結合させ、抗体産生を誘導する
抗原として用いられる。

３　免疫学的去勢処理が採卵鶏雄雛の発育・肉質および行動に及ぼす影響
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の四つの雄の群とし、さらに雌（Female：

Ｆ群）を加えた計５群を設定した。

（１）結果

ア　発育や肉質の特性の分析

（ア）�体重の推移：実験開始時には各群間に

有意な体重差は認められなかったが、

６週齢から雄４群（Ｅ、Ｌ、Ｂ、Ｃ群）

と雌群（Ｆ群）の間に有意な差が出

現した。17週齢では、雄４群の平均

体重（2165グラム〈g〉）は雌群の

それ（1383g）より約56.5％の高

値を示した。ただし、雄群間には、

全実験期間を通じて統計的に有意な

体重差は認められなかった（図１）。

（イ）�飼料効率： 全群で、成長に伴い飼料効

率は低下傾向を示した。雄群ではＥ群

とＢ群が最も高い飼料効率（G/F）を

示し、全期間平均でそれぞれ1.33お

よび1.34であった（表１）。

（ウ）�血中テストステロン濃度：成長過程

でのテストステロン濃度の変化は、

免疫学的去勢処理のタイミングに

よって顕著に異なった。Ｃ群が４週

齢 か ら17週 齢 に か け て 約36倍

（0.47ng/mLから17.1ng/mL）に増加

したのに対し、Ｅ群は約５倍（0.94ng/

mLから5.0ng/mL）の増加にとどまっ

た。17週齢では、Ｅ群が最も低いテス

トステロン濃度を示し、これはＣ群の
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図１　飼育期間中の体重の推移（Ａ）と１日当たり増体量の推移（Ｂ）

資料：筆者作成

図上のアルファベットは、それぞれの群（Ｅ：Early群、Ｌ：Late群、Ｂ：Both群、Ｃ：対照群、Ｆ：雌群）
を示す。（以下、表１～３、図２～６に同じ）
雄（Ｅ、Ｌ、Ｂ、Ｃ）群と雌群（Ｆ）の体重差が明確である。

表１　飼育期間中の増体量（Ｇ）、摂餌量（Ｆ）および飼料効率（G/F）

Ｅ Ｌ Ｂ Ｃ Ｆ
増体量Ｇ（g/日） 21.56±3.74 19.76±3.68 19.94±3.08 19.76±3.33 11.85±3.28*
摂餌量Ｆ（g/日） 17.56±3.83 16.18±3.12 16.08±2.96 17.57±3.96 10.63±1.85*
飼料効率（G/F） 1.33±0.55 1.25±0.42 1.34±0.48 1.23±0.62 1.05±0.42

資料：筆者作成

Ｃ群と比較 * : P<0.01
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値の約29％であった（図２：ng〈ナノ

グラム〉は100万分の１ミリグラム）。

（エ）�精巣の肉眼的観察と形態学的・組織

学的評価：肉眼的観察において、免

疫学的去勢処理を施したＥ、Ｌ、Ｂ

群の精巣は、群ごとに特徴的な大き

さと形態を示した（図３）。Ｅ群は全

体的に小型で発達が顕著に抑制され

ており、17週齢での精巣の重さは対

照群の約４分の１にとどまり、最も

低値を示した。また、Ｅ群は精細管

の発達が未熟であり、断面積は有意

に低値を示した（図４、５）。 （オ）�骨格筋の発達（重さ）の評価：免疫学

的去勢処理が採卵鶏雄雛の筋肉発達

（重さ）に与える影響について統計解

析した結果、処理群（Ｅ、Ｌ、Ｂ群）

とＣ群の間に有意差は認められなかっ

た。

（カ）�肉質の特性：Ｅ群の外側腸脛骨筋に

おいて、明度の上昇と肉の赤色度の

低下が観察された（表２）。加熱後の

分析では、胸筋において、Ｃ群と処

理群（Ｅ、Ｌ、Ｂ群）の間に有意な

差が検出された。コラーゲン遺伝子

図２　血中テストステロン濃度
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資料：筆者作成

図３　精巣の外観
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資料：筆者作成

図４　精巣の組織像
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資料：筆者作成

図５　精細管の断面積
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資料：筆者作成
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発現では、胸筋においてＥ群が最も

低いCOL1A1（注２）発現量を示し、Ｃ

群では逆にCOL3A1（注３）発現量が高

くなるなど、部位による発現パター

ンの違いが観察された。栄養成分組

成の解析では、Ｅ群の胸筋でナトリ

ウム含量が他群より有意に高い傾向

が見られた。

（注２）骨格筋の結合組織を構成するＩ型コラーゲンをコードす
る遺伝子。肉の硬さに関与する。
（注３）Ｉ型コラーゲンとともに結合組織を構成するIII型コラー
ゲンをコードする遺伝子。組織の柔軟性や伸展性に関与する。

イ　行動特性の分析

（ア）�活動量：活動量の計測装置を鶏の背

部に装着し、得られる加速度を基に

運動量を数値化した（図６）。特に

12週齢では、早期処理群（Ｅ群）の

活動量が88.2％と最も低く、後期処

理 群（92.6 ％）、 ２ 回 処 理 群

（95.9％）、対照群（95.6％）との

間に統計的に有意差が認められた。

表２　胸肉およびもも肉の明度（Ｌ）および色調（a*, b*）

胸肉 Ｅ Ｌ Ｂ Ｃ Ｆ
Ｌ 60.4±1.12 59.3±4.72 65.8±3.21 61.03±5.17 64.2±1.85
a* 2.82±0.35 3.52±0.33 3.82±0.81 5.08±0.42 4.73±2.31
b* 18.3±1.57 18.2±0.82 20.0±0.84 22.05±1.36 21.46±2.95

資料：筆者作成

Ｃ群と比較 * : P<0.05

もも肉 Ｅ Ｌ Ｂ Ｃ Ｆ
Ｌ 64.93±4.53* 56.83±1.99 56.16±2.56 54.82±3.4 59.45±3.31
a* 4.00±0.71* 6.48±0.54 4.23±0.29 7.45±1.36 3.54±1.31*
b* 17.52±0.96 16.79±3.27 16.99±2.18 17.40±1.95 18.71±3.55

活動量

0

50

100

E L B C

8週齢

*

0

50

100

E L B C

12週齢

*

C群と比較 *: P<0.01

A B実際に計測した加速度データの例

図６　加速度のデータと活動量

資料：筆者作成

計測した加速度データプロットとその量（Ａ）。図Ａの基線（縦軸10）から離れているほど、強い加速
度（活動量が高い）を記録しており、図Ｂは図Ａを基に算出した活動量を示す。
図Ａに示すプロットは採取データの例（12週齢）。
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（イ）�行動の観察：17週齢では、摂餌行動

において、早期処理群（Ｅ群）が他

のすべての群と比較して有意に多い

回数を示し、特に２回接種群（Ｂ群）

および雌群（Ｆ群）との差が顕著で

あった。後期処理群（Ｌ群）および

対照群（Ｃ群）も、Ｂ群と比較して

有意に多い摂餌回数を示した。飲水

行動では、Ｅ群と対照群はＦ群より

も有意に多い回数が観察された。羽

ばたき行動においては、Ｅ群とＢ群

が、Ｆ群よりも有意に多い回数を示

した。座り行動については、Ｆ群が

他のすべての群と比較して有意に長

時間、この行動を維持していた。（表

３）。

（２）考察

ア　体重増加と増体能力における去勢効果

本研究の最も注目すべき知見の一つは、免

疫学的去勢処理が雄雛の基本的な成長能力に

大きな影響を与えなかったことである。テス

トステロン濃度が最も低下したＥ群において

も、対照群と統計的に有意な差のない体重増

加と飼料効率が維持された。成長過程におい

て、６週齢以降に雄４群と雌群の体重差が顕

著となり、17週齢では雄群が雌群より約

56.5％重かった。免疫学的去勢処理群が対

照群と同等の成長を示したことは、採卵鶏雄

雛の肉用利用における潜在的な可能性を示唆

している。

イ　飼料効率向上による経済性の改善

Ｅ群とＢ群の飼料効率（G/F比）はそれぞ

れ1.33および1.34と、他群より優れた値と

なった。Ｌ群とＣ群もそれぞれ1.25と1.23

と、比較的高い値を維持した。Ｆ群のそれは

1.05と、雄４群と比較して約20 ～ 22％低

い値であった。テストステロン濃度が最も低

下したＥ群が高い飼料効率を実現したこと

は、農家経営にとって有益な結果と言えるだ

ろう。全群で９週齢頃に飼料効率のピーク

（約2.3）が見られ、その後16週齢までに約

0.95まで低下した。この飼料効率の変動パ

ターンは、最適な出荷時期の設定や飼料設計

に役立つ情報である。また、行動観察からＥ

群は摂餌回数が有意に多かった。この摂食回

数の増加と、Ｅ群で見られた活動量の低下は、

表３　行動の種類（回）（13および17週齢）

13週齢 Ｅ Ｌ Ｂ Ｃ
摂餌 7.33±2.02 8.05±0.64 8.05±0.44 7.88±0.65
飲水 1.72±0.59 2.10±0.46 1.90±0.46 2.90±0.93

羽ばたき 1.06±0.20 0.62±0.36 1.10±0.08 0.95±0.16
羽繕い 3.60±0.59 3.48±1.37 3.76±0.33 3.57±0.76
座り 1.06±0.42 1.19±0.36 1.57±0.52 1.90±0.79

資料：筆者作成

各群で有意差あり P<0.05

17週齢 Ｅ Ｌ Ｂ Ｃ Ｆ
摂餌 10.44±1.26 a 8.43±0.62 ac 6.05±0.16 b 8.67±1.33 ac 6.61±1.10 bc

飲水 3.56±0.67 a 2.24±1.03 ab 2.47±0.73 ab 2.71±0.14 a 1.78±0.42 b

羽ばたき 2.67±0.58 a 2.33±0.44 ab 2.05±0.16 a 2.19±0.33 ab 1.67±0.29 b

羽繕い 5.94±1.55 4.76±0.87 4.33±0.79 4.62±0.93 6.72±1.39
座り 1.78±0.67 a 1.33±0.22 a 1.81±0.54 a 2.14±0.42 a 3.61±0.59 b
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エネルギー利用効率の向上につながったと考

えられる。

現在の養鶏産業が直面する雄雛処分問題に

対し、免疫学的去勢処理による飼料効率の向

上は、採卵鶏雄の肉用利用を経済的に成立さ

せる重要な要因となり得る。飼料費は養鶏経

営の主要コストであり、飼料効率の向上は農

家所得に直接反映される。

ウ　行動特性の変化と飼育管理の効率化

活動量の解析により、Ｅ群は他群と比較し

て活動量が有意に低く（88.2％）、摂餌行動

の顕著な増加が見られた。これらの行動特性

の変化は、免疫学的去勢処理が生殖機能だけ

でなく、行動パターン全般に影響することを

示している。行動様式の詳細な分析からは、

複数の意義ある現象が明らかになった。Ｅ群

で観察された活動量の低減は代謝エネルギー

の節約につながり、飼料から体重増加への効

率を高めたと考えられる。実際にＥ群では、

最小の活動量と最高の飼料効率が同時に観察

された。摂餌行動についても、Ｅ群の高頻度

な摂餌パターンは、テストステロン濃度の低

下が摂食調節機構に影響していることを示し

ている。

これらの行動変化を総合すると、免疫学的

去勢処理により独自の行動様式が誘導される

ことが明らかである。活動量低下による群飼

育時の闘争行動の減少や、ケージ内での安定

した行動パターンは、損耗率の低減と飼育管

理の効率化に役立つ。これにより、養鶏農家

の労働負担の軽減と経営改善が期待できる。

エ　処理時期の最適化と実用性

免疫学的去勢処理の効果は実施時期によっ

て大きく異なった。テストステロンの産生抑

制効果は、４週齢処理のＥ群で最も顕著で、

17週齢まで持続していた。対照的に、Ｂ群

では抑制効果が限定的で、Ｌ群では効果が認

められなかった。この結果から、免疫学的去

勢の早期処理が、内分泌系発達の感受性が高

い時期に作用し、長期的なホルモン動態に影

響を与えたと考えられる。精巣発達の抑制効

果も同様に、Ｅ群で最も顕著で、精巣重量は

Ｃ群の約４分の１だった。

これらの結果は、免疫学的去勢処理の最適

タイミングが成長初期（本研究では４週齢）

にあることを示している。

免疫学的去勢処理については、予想外の結

果も得られた。特に、４週齢と８週齢の両時

点で処理を行ったＢ群において、血中テスト

ステロン濃度の抑制効果が限定的であった点

は興味深い。一般的な免疫学的知見からは、

追加接種（ブースター）による効果増強が期

待されるが、本研究では早期単回処理（Ｅ群）

が最も効果的だった。この意外な現象の背景

としては、複数の生理学的メカニズムが考え

られる。第１に初回処理後の免疫寛容の誘

導、第２に発達段階の特異的な内分泌応答性

の変動、第３に免疫学的記憶形成に最適でな

い接種間隔、第４に遺伝的背景に基づく個体

差などが可能性として挙げられる。特に注目

すべき点は、鶏の初期発達段階に処置効果が

長時間持続する「感受性が高い時期」が存在

しており、この時期の免疫学的去勢介入が、

長期的な精巣機能の抑制をもたらす可能性を

示している点である。

この知見は、処理プロトコルの最適化に有

用な情報を提供する。実用面での利点は、単

回処理で十分な効果が得られることで、導入

コストと労力の大幅な削減が可能になる点で

ある。
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本研究は、採卵鶏雄雛への免疫学的去勢処

理が生産特性に及ぼす影響を科学的に検証し

た。得られた主な知見は、以下の通りである。

（１）�成長への影響：テストステロン濃度が

対照群の約30％まで低下したＥ群（４

週齢処理群）においても、体重増加と

飼料効率は対照群と同等に維持された。

（２）�内分泌系への影響：免疫学的去勢処理、

特に４週齢での処理は、テストステロ

ン濃度と精巣発達に顕著な抑制効果を

示した。17週齢でのテストステロン濃

度の抑制と精巣重量の減少は、処理の

生理学的影響を明確に示していた。

（３）�行動特性の変化：活動量の低下と摂餌

回数の増加など、行動パターンに部分

的な変化が観察された。

（４）�肉質および組織学的特性：筋肉発達や骨

格形成に統計的な有意差は認められず、

免疫学的去勢処理が基本的な成長を阻

害しないことが示唆された。外側腸脛骨

筋の明度や色（赤色度）の変化は、テス

トステロン濃度低下に伴う筋肉組成の変

化を反映している可能性がある。

（５）�飼料効率と経済的側面：免疫学的去勢

処理を施したＥ群とＢ群では、飼料効

率が向上した。これは、採卵鶏雄雛の

経済的価値を高める可能性を示す。ま

た、処理群で見られた摂餌行動の増加

と活動量の低下は、エネルギー利用効

率の向上につながり、飼料コスト削減

と産業的実用性の向上に寄与する可能

性がある。

以上をまとめると、本研究は採卵鶏雄雛の

経済的価値を探る上で重要な初期的知見を提

供した。産業的な実用化を目指すためには、

さらなる研究と検証が不可欠である。

オ　�「あきたシャポン」と本研究における免疫

学的去勢処理の比較

本研究の採卵鶏雄雛への免疫学的去勢処理

と、あきたシャポンの外科的去勢を比較する

と、いくつかの重要な相違点と共通点が見ら

れた。最も基本的な違いは、対象品種（採卵

鶏か肉用鶏か）である。肉用鶏は元来、食肉

生産に適した筋発達の特性を持つため、対象

品種によって去勢効果の現れ方も異なる。あ

きたシャポンでは、筋肉内脂肪の増加や風味

の深化が報告されているが、本研究の採卵鶏

では、脂質含量の大幅な増加は確認されな

かった。これは品種特性の違いに加え、飼育

期間の差（あきたシャポン：210 ～ 240日、

本研究： 17週間＝約120日）や飼育管理方法

（特別な飼料の使用や運動制限の有無）の違

いも影響していると考えられる。一方、共通

点としては、テストステロン濃度低下による

肉の色調変化（赤色度の減少）が観察された。

この変化は、去勢処理の生理的影響を反映し

たものと考えられる。

実用面では、免疫学的去勢処理は、外科的

去勢と比較して、処置の簡便性、動物福祉面

での優位性、死亡リスクの低減、産業規模へ

の適応性などの利点を持つ。一方で、あきた

シャポンで実現されている高い肉質特性は、

品種特性に加え、長期飼育や特別飼料などの

飼育管理技術によるところが大きいと考えら

れる。

４　養鶏産業振興に向けた展望
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本研究で用いた免疫学的去勢製剤（インプ

ロバック）は、豚を対象として承認された製

品であり、鶏を対象とした免疫学的去勢製剤

は現時点では存在しない。採卵鶏雄雛への実

用化には、鶏を対象とした製剤の開発と動物

用医薬品としての承認取得が不可欠であり、

本研究で得られた科学的知見がその基盤とな

ることを期待したい。

また、外科的去勢と比較して、免疫学的去

勢処理は高度な技術習得を必要とせず、処置

に伴う損耗も少ない。本研究で示された飼料

効率の向上と併せて、費用対効果の面でも優

位性が期待され、採卵鶏雄雛の肉用利用を経

営的に成立させる可能性がある。ただし、大

量羽数に対応するための接種作業の効率化が

今後の課題である。

これらを克服することで、採卵鶏雄雛の有

効活用が産業レベルで実現することを期待し

たい。

５　今後の課題
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